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2017 年は ASEAN 創設 50 周年である。メコン

圏は投資先をして一段と注目度が高まっている。

この圏内の南部経済回廊は，タイ，ベトナム，

ミャンマー，カンボジアからなり，日系企業の展

開で避けることができない。この回廊の分析が最

先端の専門家によってなされた。

本書は，東アジアにおける多国籍企業の「生産

ネットワーク」のサプライチェーンの構築を問題

意識に置く。ネットワークの形成を促進するの

は，「連結性」（コネクティビティー）である。こ

れが強化されるのは，物理的面と制度的な面など

がある。経済回廊は，幹線道路，鉄道，港湾など

の輸送インフラにより形成される。この点を本書

は明らかにする。

大メコン圏（GMS）は，東西，南北，南部の

３つ経済回廊をキー・コンセプトに開発を進め

る。南部経済回廊とは４つのサブ回廊からなる。

それは，一般的には中央サブ回廊である「ベトナ

ム（ブンタウ）－ベトナム（ホーチミン）－カン

ボジア（プノンペン）－タイ（バンコク）－ミャ

ンマー（ダウェイ）」を結ぶ回廊である。この主

要都市であるバンコクを含む自動車産業クラス

ターなどの説明がある。

「連結性」の強化の点で「タイプラスワン」が

メコン圏のハブ機能を高める点を明らかにする。

工程間分業の細分化の観点からタイにあった生産

拠点を他の国に設置することを意味する。その原

因としてタイでの賃金上昇と労働力不足などを挙

げる。特に，CLM であるカンボジア，ラオス，

ミャンマーについて具体的にミネベアやサイア

ム・セメントを説明する。

南部経済回廊が特に注目される理由の１つは，

近年に投資先として人気のあるミャンマーのダ

ウェイ経済特区が含まれることである。アウン・

サン・スーチー党首の政権が 2016 年４月に成立

した。この経済特区の経済効果は大きいと期待さ

れるが，この政権は慎重なペースで開発に取り組

むシナリオを示す。特に農地や環境保全の規制を

懸念する。「タイプラスワン」のベトナムとカン

ボジアはほとんど見られないと説明する。カンボ

ジア・バベットのマンハッタン経済特区とタイセ

ン経済特区を詳説する。カンボジアについて国際

的なサプライチェーンの一環として参加の可能性

を検討する。本書の最後に日本企業の積極的な経

営の事業展開事例が紹介される。

本書は，日本企業関係者のみならず地域統合へ

関心のある人，学生の方にも是非とも読んでいた

だきたい問題設定と貴重な情報があり，必読の書

である。  （くちき・あきふみ）




